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研究成果の概要（和文）： 
経頭蓋直流電気刺激(Transcranial direct current stimulation; tDCS)による非侵襲的脳刺

激とリハビリテーションの組み合わせによる新たな脳卒中片麻痺上肢に対するリハビリテーシ

ョン（以下リハ）アプローチを開発した。tDCSのリハとの併用いより、上肢機能の改善を認め

た。さらに、随意運動時における運動野における脳活動も改善を認め、上肢機能の改善も治療

後3ヶ月まで持続していた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We developed new therapeutic rehabilitation approach combined with transcranial direct 
current stimulation (tDCS). Newly developed rehabilitation combined with tDCS improved 
upper motor function of patients with chronic severe hemiparetic stroke. The improvement 
has remained over three months. 
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研究分野：総合領域 
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１．研究開始当初の背景 
超高齢者社会を迎える本邦において、介護
人口の増大は社会的な問題である。要介護と
なる高齢者の約3割は脳血管障害によるもの
と報告されており、脳卒中の急性期の治療と
ともに、脳卒中後の片麻痺などの後遺症に対
するリハビリテーション（以下リハ）の充実
が望まれている。特に、片麻痺患者において
は、歩行機能に比べ、麻痺側上肢の実用性を
獲得する者は少なく、一般的な回復期病院へ
入院する患者のうち上肢機能の実用性を獲

得するのは 3割程度である（藤原 2006）。近
年、成人脳においても可塑性が確認され、片
麻痺などの機能障害の改善の可能性が広が
っている。従来の四肢運動から脳機能再構築
を図るリハに加えて、直接脳に働きかけるこ
とができる経頭蓋直流電気刺激（tDCS）を組
み合わせることにより、より効果的なリハア
プローチが可能となる可能性があると考え
られた。 
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２．研究の目的 
本研究では（１）健常成人において tDCS
による皮質運動野神経活動の変化を検討
（２）慢性期脳卒中患者において tDCSとリ
ハを組合せ、皮質運動野神経活動の変化を検
討（３）リハ訓練と tDCSを組み合わせた治
療の効果を検討することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
（１）健常人におけるtDCS（1mA、10分間）
前後における手指運動想起時における脳波
を測定し、事象関連脱同期化event related 
desynchronization (ERD)の変化を検討した。 
 
（２）脳卒中患者においても同様にtDCSの
前後において、麻痺側上肢の運動想起時の
ERDの即時的変化を測定した。 
 
（３）損傷半球運動野へのtDCSを慢性期脳
卒中患者へ施行しリハ併用の効果を検討し
た。 
 
 
４．研究成果 
（１）陽極刺激を運動野直上に置く anodal 
tDCS 後には、運動想起時の運動野における
ERD の増強を認めることを確認した。この
結果は Journal of Neuroengineering and 
Rehabilitation(2010)に発表。 
 
（２）脳卒中患者においても、損傷半球運動
野に対するanodal tDCSにより、運動想起時
の運動野におけるERDの増強を認め、運動野
の活動の増強が可能であった。 
 
（３）５日間の損傷半球運動野への anodal 
tDCSを慢性期脳卒中患者へ施行した。５日間
の介入の結果、損傷半球における運動想起時
のERDは増加を認め、麻痺側上肢機能の改善
を認めた。麻痺側上肢機能の改善は介入後３
カ月後においても維持されていた。 
通常のリハでは上肢機能の改善が困難な慢
性期重度片麻痺患者でも、本法により機能改
善の可能性が見込まれ、新たな脳卒中リハの
手法としての有用性が見込まれた。 
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